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巻頭言

 。西.困稔

 日鰹薪闘⑪記靴よる崎軸誠{繍塵の鍍醜舳・立
 方フ4}ト以下ノ6局舎、それ膏趨えるもぬぶ為倉と泰る。後者
 乾一応営嚢溺とみても㌣般嬢庭用が箏1ζ一ノ6万台増皇、ること総詮

 るつ戦後ことに近年.の家庭駕微熱猛まこと起すぱらい。・緩り碧あ

 。るから当分は幾何級数純増掬艇繍く加も倉幸ない。壷謁ユ000

 乃澁帯のう島生として都有恋確蕾黒紫.残するものと仮塞1す鰍暗、

 ノ。戸とタ台の電気冷蔵庫が怒る秩1婁が数年な'ら青して繁轟する

 かも判らない。

 そζ㌘'霧え一島駆罫こ1と撚鐸・慧の漉蟻消薮機構を蝿状の髪もI既放^

 印すべきか・嵐蟹芦ぎ享三を碍竜辿'二単＼籔蕃抑るとす秤ば効甲に
 狂おしめるの童呈含彊繭か.と義葦ことである。もポ窓と八粥楓葬禽

 鮒増強ザ藪沸㍗へ騒融鏡苧畿鰍よ似如てい・
 る営醸著が多いこと⑳ハすミ打鷺な・って、.一朝}夕靱碑ぶら肌る
 も棚㌘蚊たいが、過去鼠於いて…応鍛貿さ肌桔フ々ツγユ、ブザ

 γ^をの飽矛…換鵯簡単な鰯理鋼工費意～簑甥瑚㌘施してか島隷

 塵・ζ選り込㍗と云冨構艦霞、駿めて穣雛し試践筆繋箆碧すぺ事・時
 期吾ε1葉たのでは租が喝噂'重}o

 鼓藷句鍛概の繋定その俺の瑚慮や叉多疹の焚廠とか実施丘繰困難

 な.点な賦雛論鱗さ戦ζと㌘高るし、譲地理解仰ること
 と一思うから曹路したい。要撒館奏会く義郡国虹難牟つ兜蒙縫用竜一
 1気冷蔵庫が藷及しつも茜ること、.こう雪う人櫨拭新しい.こ左1ζ助・

 鯛禽坤で舳、理解が舳、蝿牲が多かるうと恩わ鮒苓一か・
 宇農㌢、'チャ1ス瀞到莱す亭と輯じ乾こ.とである。
 電気冷蔵魔が買え恋い一艦大率を無視する洲柵ない。.こ?
 方面から橋頭ほの誤窟を・試みだら嚢外全戦線の展麗が蓉晶で鉱.な

 か.るうかと一一思わ箏一るO

 こう云'う試みト府県一繊嚇討す.るよりも・本奮が岬各1.
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 崎県費まとめながら、全国替鉦鮨・虞ぐ陸揚処理と消費の爾宙から
 竜〃躯蝉飢・実麹㍉・手方蛸率幸帥ポり・・雫・浮し一緒畢
 も皐く郷志と帆水琴庁長㍗二裏旅大臣峨癖処理
 の行納.賦欧治.豹努岬1紗一一千洲か.を翻愛さ㍗、雛欝一
 な.ξIとも・協力して4一表手す壷言迂みら角■Iてミはぎうで函るう.か。

 〔質.間もん3
 (闘'ラ・

 海人草の増殖を計画てレ{豪す醐賎麓し佐有.が㌣か
 遼類岬納せ下さい。(轟水靱牟穣、'鯛漁憩),

 (答)・

 海藻類の増殖に適期を～二と賦重要なことであ一ります。
 海人.草の胞子の錯魏期紅つい・ては・毎毎各漁一協の睦カ翰1得て

 .婁㌣てい薫ず叶迄鵬果猟大体麓芋・累久雫猟ク月一
 下旬～8月事旬、本立側は8月中、.下句が驚鰯で義ります

 本集砿フk.豆鼠の,.ヒ事・繍少し擢倣てい・ま寸ので鋸って岩包芋五籔ξ

 鰍8肺淘か一軍9月.翻卵.鮎糾み≡ています6
 只今調率爵準雫でいま†1咋州缶馳㍗て舷本議、一ラL

 讐酉籍表いξすの㌘監意τさい。
 ・一'山“…一一一一一

一一2一



昭和32年度第一次

 まぐろ漁業試験及び対馬暖流水系海洋観測報告書
 .∵、三二・竹.下一克一一。・

 §まえが葦

 当揚試験趨照繭丸鉱昭和3メ.奪痩瀞馬嚢流水系輝搾鯛費亨兼ね.、
 4・紬夏りパラオ諸島、カロリン郡島洲ハルマーラ、ニューギニア近海のまぐろ漁襲試壌宰榊漁海即調萱■唆繍撫郷
 糾・手各操驚艘.鮒漁海塊の遼顯激・壌鯛榊蘇鯵詩率邸
 て桑乾。沼靭32年度も鉢壷灘雛≡1機き抑啄嚢ぐ繍襲,試臓.
 溝六夜銃海も昨年窪よ暮実施字の奄糞大島責仁:累高蔵米産一科裏

 雛(独ジ独習(航糠、一鯛斑盈氏漁・る・・実習).壷も実1

 施した。一.
 §調萱鑑)粟冒

 本次碗溝睦瀞属蟻銃永,薬1こよる・糧澤鶴灘費実篤、,。つも.始め'チ茱

 ○琴曲㍑θ邦。.度～・タ産'班1`翁'鯛の調査鮒≡翻し雫㍗軌.一

 く(臓麓率2、誌・榊大卒はメ∫ヂ・51一群半の調査わ田1け.鞭

 フ〃ック島購遍か島ヤ:/ジ.一確方面舌行りた二峰溝域賦.圭二譲瀧
 城羊りも蝉牽捉・粁箆1な一り・クー田ヵ州漁獲も割.坤.帥

 .萱ニハ方鮒7一醐㍑叩穣鱗考恋いζ本締海の調壷を
 打切り信違法つい尭。
 §海洋調査

 鹿児島.県開聞至奄美大島サンドン岩(未記翻溺資料一st

 ・一一ラ恵参剛率ぴ宝として畔航海中叉は漁衛.中納㍑.

 噴気象犀ぴ海況;プランクトンの採取実施した(蒲磁麟紬馳)・
 .一3」



 §漁.繋一瓢蛋

 嫡妻ぐ残縄を使用㌧・て下記⑳溺査曹実飢淀ぺ一
 ∫)一投覧海況2)一般漁涜3…)艦緯度別撫錐状況及ぴ魚輔

 調査一魚種別漁獲状況〆)綿及{ぴ〃吋鍵漁具の滅
 靱5)㌣^一〃製璽漉タジクの準用試験'4)其の健の事理

 §試蝉艘の設.傭'及び漁具の構造
 .8)試騰艦及ぴ設備.

 誠:ボ竃舞蟹・..照粛丸9反93砲300留

 詳細一(うし胸当揚発刊・・.・月報労7号)書雫
 2)漁真⑳構造

 鰯糸及クレモナ!o匁(クレ;す.9粗相当)祉本行綾興33
 室.稜縄8k一老キヤマ4年'一釣元ηヤ・一々釣エ8寸
浮縄!5虹

 離綱上記ラ1二塙参願

 §実施翻聞及び調査期.圃

 ノ)輿施期簡自朽57毎払肩5目.鹿児騒出溝

 〃57年蝸!5ヨ.静岡県潜水入港

 .重ノ?ぷ7鎮ケ月グ9日鹿児島λ港・

 ・)鯛卵一自榊ク細湘
 至わ5ク隼5員蝸1-

 3)操講回数「!.2回

 μ)漁場カロリン郡農衰=ぴ芙棚南方

 5、翻灘総濁点数42、貴

 §一般睡況、
 ・1)開聞崎至奄美大島間及大平洋従断観測

 粛闘蜷辛奄郊畢間⑳水温及塩辞の鉛甲柘を示したのが
 矛2図.布一あ.る。.
 暖流の本流域は屋久島以南のSt6～St8の閥にあり水温
 、一4一



細冴一.
分布図

井瑚

 〃7足・グ 鉛面分布図

 2κ塩素量で子.ノ
 ○も一ソ9一身。.一一一島)

 愛弟i壷.示一している曲…

 …方大隅海狭壷・通一過

 する支流砿非常肥少
 い{藁㌘フξ書聾壷・由{ミ轡虫拳

 刀良系十紅垢るようで

あるO

 舵が繊灘一貞が縄で叉

 娃申綱メ管(1フ'
 ックス)の・銭茸刎兜

 め衆溺壷生じ寛骨荘獺測が錯来傘かつお。(証一録を矛!図及

 示した

 。ヨ図青

 春.るσ
 一St〆6

}就2

争附近
 玉砕・ポ



 吉窪ヰ・琴嚇遊柵～I鰍一釦・〃甲甑偉温が激I
 レ1叉塩調も止下属で郎〃喰値をI示レて卒馴5℃内・
 外一鱗鐙㍑・g～・手・μ・畔垂幻'・度職南猟再び・
 能とれま・㈹届坤珊㍗皇・℃代となづてい鮎こ
 =菱5N附近釦赤道反統域と再研赤道附近を西牲流れる流域とI

 の狙撃綴附逓となっている穣である。一

 艘索盤狼今回観濁し担金灘意とも前航海(3冷窪矛4次
 4月～2月〉構蛾べ若干低カyと'なっている様一㌘ある。

 又潮流は・邸鵬油蝉猟偽刈拶繕反流域て
 え葬鴬姐弱くフ〃ック島附近あI4I45度通コ7睡酉附近で膝、
 流一水は全然なかっ走。

 §∴般漁拓

!)漁麟及鯛別鰯岬..',
 .本抜調査如才!泰及び率2雑示す様鮎溝加も漁獲率
 及.魚種別出窮状況肥顕著左養塁は認め鳥肌寺、漁離率既於て

 2%～3%申魏牽.ではキハダが大部分でξo%内外〉ハチが
 クー8%クロカワが之嬉次ぎ5%内外となつて一がる。

 然1、}綴颯5慶亙以北⑳方Iが(操業回数盾各～届!2)5壷

 ..一戦繭の海駆り(操鞭数盾ト尻5)漁師鯖干上鰯
 あ・%一.争抽台最戸・%雫示し魚騒別鯛二鐘販於ても5壁
 堺繭の軸、よりも岬の方がハカワの混錘が目立ってい・糺.
 州サ・フ坤釦非鰍少1一、・ニメメ干は・・鋤榊海榊漁
 1薩率0-4～0.ク%以南㌘4～0.3%、漁鱒の大部分宥占める
 キ'、、グ紀ついても5度以南1否ぶ%内外、以⇒ヒで賦3%!一・4%

 と各点穣とも5度以牝の方が潜.千上魑っている6・

 簡届ノ、ノの操靴はク・^㍗拓・(俸暴…燃・体重
 架36〆、.体長2ノ・ヲ脇、一体重481一一0〆)紬漁獲さ肌お。

 2).キハダ距つ・い.、てメーヅの混獲及び.すメに主る・被警状興
 、キー肌つザ俸馴0.0袖下の所謂㍗の混撃の助及サ.
 メ距よる被害状混を矛3表に一示す、一4ジの癌獲の割合は会体

一6一



 ・⑳・割強れ批蝕別1期ても木一した坤減め」岬すポ
 、職納も峠下.も卵な夕・(昨卯月のパラ才勃紬で
 の操業で。億養親郊顕著姐認あ島犯牟)

 ㍗・組よ雌靴本繊療鰍苛敵少く金幸一メ吋舳
 一全体牟58%ほしか当ら託ごい(幣鑑傘;にレて久27%)叉す
 メの漁邸今.鰍盾6と花7の一碑襲く〃享.ク牽近海)以外
 の海城で植非括に少かっ乾。

漁種別釣獲率
 クロマグロ　ビンナガ　メバチ　キハダ

 クロカワ　シロカワ　メカジキ　バショウ　サメ類



魚種別 出現率表

〆}

 上段の薮李

 下段の数年
 漁獲尾数()内す}陣
 出現率・・弥''一'III

クロマグロ

ピンナガ

メバチ

キハダ

クロカワ

シロカワ

メカジキ

バシヨウ

 サメ類

総掛



 §魚体調査　体長及体重組成 矛4綱rキ州ね繁,一r〃亨」の触虹鮒枕
 キ・'㍗鮒長リ・脇盟榊林型瀞一神窯り繕?は李い一
 雌長グ"∵㍗鰍の十ドが見ら飢るパパチ及ぴク'
 ロカフ億一?いては漁獲尾撃が宇舳・叩あ.ま.り窮㍗州メ・・.
 ハチ・で砿俸馴0・一0脇搬の敵モ丁ポ。が.毘舳打身フ.㌘
 植体長200鰍以下の一難の撫鑑が目立ってWる。・
 2)体長及ぴ'体重の相麗分一斑

 れ㍗.敵そ平・榊柚ダ。一〃ベク.ポ1.ワ期いて・そ・

 の套布を示す。
 矛3表'..一一.1・.一.

 キハダについて、メジの混獲及サメの被害
 勢警一使1;・l1

周1確

 、i…逢坂
 糾・

 Ψ■;・二…ぺ・
 1遂。2教7'一25■⊥

 1一'素テーサ麦…二6一δ'I'
 峻...ξ.7、メ重111.

 TI4そ..とぎ'I…三旦..
 亨`ポ・そ一、季I二二妻、テ
 ∫)・.メチ混獲牽・

 ■榊1

 1メジ混獲率

う_」

 2)炉・∴体長40'0郡、以下

 3)サメ喰被害率.

 ・4)キハダ総漁獲尾数・7・・

 …一㌻.確も含む
グ6

一9一



第4表  体長(キハダ）組成表

第5表  体長(メバチ)組成表

第6表  体長及体重相関分布表(キハダ)

第7表  体長体長相関表(メバチ)



 3)・覇簸別雌雄此

 †圃圭と,←・干漁獲され
 キハダ、メバチ、クロカワ

 和身フで11エ費隻が三豊蓼童酌

 に多レ、金星キハーダ、メ'“

 チでは雄暁剤師レ・一つ
 れも雄が…多寿㌔ζの.雄
 の多邊・事は照商丸肥よ

 る金壷宛{雲とも認めら一貞■

 る一ζとで今までの嬢雄

 蜜一記.したのが諌!o一表

 '套一義る。.



第8表
体長  体重相関表(クロカワ) 測定尾数



第9表 魚種別雌雄割合表 第10表 航海別雌雄表

 §一具ぬ他の事項

 ∫)釣位置による漁獲比

 キハダ講ついて釣位置と漁獲弗記一蟻いなのが茅ノ。タ麦で語る。
 骨ノ〆蓑  釣位置楓よる漁欝助表(キバ刈

 幹鰯中央部の技鰯く1B,O)棚方部藩働の鼓よ・りも若干漁獲
 が.よい様であ苧.釦然む沸含㌘棚鰯繋悟敏臨まり糠のない。時は
 着子中央部位奮の技?方が一醤い・よテで茜るが割合漁の臭い時
 健は.釣位1置紅.よる漁獲養は見受げ一亀犯率ル・様であ・。
 身)ビニ〃撃重油〃.クの.準用をら存・て。
 ・・.熊辛・ノ次坪海半り嫡〃ク・を鯛'し一でいるが今だ特



∵
1

搬緯繋肌.時間荻

'

 別な礎箪異状猛議められて=い毒、叫騨で数ケ所針簿胆.よる駿損

 維じ拒が修㍗よ㌣平紳鮒亭次調竿†だ雫用㍗
 病る6・・..…
 3)綿及びクレモナ製漁具の比較

 次圃経翻台の予定下ある二'.
 払)操業時間　操業要所時間表

 §騒一琴・.・
一!)収.人

魚種賛鼓

 クロマグロ.メバチ、㌃9z!

.ビンナガ

 キハダムヲ4α払
 カジキ類ク£仏.夕.

 号・1茸類2払仏5

静

 手数料及水揚料j

養射壷雫

不一均単鰯

 μ6五'7・ヲ

345173
-25σ00

身5706

 .・2501名7

 、ダ2息μ`

 金・..額

 μ3.砧づ1

206,436/

 3.47ぷ一

 6ヲ283弘

/8μμ

 8星、茅θ0

 ㍑燭テ〃.

 μ39〃・
 ∠2η五800

 ユ)支錫

 a)燃料費・.

重油

 ヘビー油

カソリン

35主

400立一

 ク8立一一

52工000

62.800

684

一4牡二



 も)冷水費・・一
兆

フレオン

 c一)餌料費

 冷凍サンマ

 ・d)消耗品費

 .∵般消耗籍材薮



.矛5図 航跡図



操業日誌
月一目

操業因数
 工atN

黒

線一
謁

波
 うね鋤

 ・瀬か灘董'

透明度

僅用鉢藪
使用約数
 一一山一'“…''一「

種.類1
属..鋤

 投、羅力一淘≡
 曳螂・ め1

終一割
 始め1

 キバ紅

メバチ

 ク'纐カワ

 γロカワ≒

バツヨウ

1メカジキ

ビソナガ

クロマグロ

詩.
 サリー類

 其の他
 総∵諦



操業日誌



観測記録

No1 観測機関名 観測線経線

観濁定点

 姓L
日時分
天候

気温
風向風力

.透明度

.漉痕'階級
ウネリ

 P脇威



No2 観測機関名 鹿水試 観測線 漁場附近

観測定点

 位置.NE

日時分
天候

気温
風向風力

透明.度
波浪階級
ウネリ

 ・刊1鰯武



κ3  観測機関名　鹿水試 観測線 帰途線

堕

せ
日時分
天候

気'混'
風向風;力

透明度

波浪階級
ウネリ

 P工・麟錐式



麻4

.夷陳

気温
風向風力

』
～1.

透明度

波浪階級
ウネリ

水

塩

繋

似 00

00



尻5 観測機関名 鹿水試 観測線  鹿児島開聞岬～奄義大島ｻﾝﾄﾞﾝ

観測定点

 坐L
目時=分
天候
気温

 嵐向興ガ
麹明度



 パルプ工場汚水対策調査

 予備調査について

 鮒3ノ鮒I具初め新聞輝上組中越ぐ〃ブ牢人工場麓設?ニュ
 十舳軌試験場としての立場精査方針捧ど岬・鮒を鮒・
 讐県の確資桝さも更めて見帥たりしているル呼藍・団体
 坤宇'心組牟?て工掻謎撃厨激鰹歎が趨り二県細事の諮間機関とし
 てバ〃フー工場汚水酵止対策委員会が設撃さ.れるという事態午発展
 し・走。j'一・一一・一一、

 手場鱗曜始予定鰍醐33年7月とg子とであるから.本場
 としては工場汚.水が実際紅出初める訪の'海の状態を釦うて歯く必

 撃が詰る苧.ξ彰主馳一、科学的・良心からは不溝足ながら鰹褒ト
 ー郡も翠め一印帥蹄固を.繭吃これ紅一従って.調彊を開始した。

 ・雛雫果㍗・と;り.まとめ(辮と.しての)鵬ることト広本芦・
 鮭鰍雫表し叩くこと財㍉
 なお～魚獲…状況の実態・撤県水'嚢…・葦嚢で…連当さ肌ることになって㌧、・る。

水質汚濁予備調査(矛'掬.)
 底質調査(一一.、既!)

 九局田、弟子丸、.小松、丘田一

 一資料・採取線窺

 昭勧32嘩i月払・日左び・5巨
 資料採取場所及.ホ水濠

.添付矛4図参照

 資料藻取一一九片田、小松
 資料分析上田、
 採泥の方港・



 熊田式採泥機健って一定蜘予よ1縣.泥し㌔
 '分析方港及ぴ考察…・

 (グ)分析試泥

 サ幾、二幾三線二様㍗㌘1㌻
〆.

 (2)PH及びしゃく熱減量
 王亙は試泥健α5傍盤の永意租辛しんI辛う押出後ガラス電極
 の旦、亘一メー一ター(水産学部孟饗筐周)組.て躍崖し、しやく熱
 滅融.節泥を乾燥後見俸鉢嚇鮎たもの一一途量噺8ρパ
 3θoむの電、磯マシ.フ〃負(水藍掌部より.潜燭)鶯て・し一やく」

 熟して、そ・紛滅1鐙を求めg%で示書走繕巣虹矛ユ義及び方ぶ
 図の通一颯㌘義る。

 H砿㍗棚残舳宇る相墨は認あやれ恋い^李/熟
 滅鐙銀グ5%以下女溝筆線が最も抄な・之3%灯下で瀞ぬ庵か

 帆増加kいるけ・図午竿みて・衛縦嫡建艦より・
 の藍離熔近いの繧反し、レやく熱滅鐙の櫨が大垂いζξ纏河
 .氷と共絡漉鮒込む潜物はst喜附近虻沈澱するもあと著えら
 も瀞の方の値の大きい弔抗河水ぬ直接酌影響粗よ'るもので一

 漁ないと.騒う。しゃく.熱滅.鐙一=か妻コ屍た河水Φ影響範囲は帥I

 喜附近窯甲、羊著え糺一
 (3)過マンガン酸カリ消費量

 試泥g一定鮎晩。賊加えア㍗雌とし;こ倣好一
 虹蜘04のr定1盤奉加一え鶴洛中㍗㍑粥酸榊行い養.
 螂・左.辛卿測・㍑加え室融綱後・一=艘としてる
 過しそgる波ト定鉦壷鰍粋蛎6㍗k工壷掬え下遊
 '鱗し拒㌃ド壷亙測S亭O章で滴崖し、一消」費さ紬'1く軸Oμ量
 加岬繁相当馳乾物泥9書りの鯛毒やだ鰭黙示.・表

講詠1堆竹亨紅
 一r25一



 如枇榊込えだ涛鰍・t・附紅沈澱㍗ものと.考え
 ら純・螂凶消費率・岬納河水の影響舵㍗㍗縦
 痘ま察知できる。・''…

(4)硫化物
 試掘5.紅キエルダール蒸留装置鰯を馴・稽駿壷鉛縦孝雛
 液として塩撃1ふ艦・下一㍑肋間撃留膏往へ・.雛雛冒1一ドー
 鰍及ぴ塩鰍加え宰肘.る凝他璽鰍よりヨ。イ普消費・せ
 しめ、耽狗9・で鋳・葡イ嫡飢て幸紡9当'岬琉他.
 物を求め.た結鰍矛婦及紡蝸のと舳友病る・.
 鰍鮒平棚加σ・孝一で二影も1画め濁触岬藤榊脚
 か。Pそ・大きな値索示し・辛い。る6.今岡㍗調窟繕1果一か尋屍拒2、々
 ⑳底質の状態は河次と共に流豚込んだ汚物は殆んぎ暮.t5附

 近紅沈澱すると考える.o.
 何舵の潮定も沖ム方・が二股紀大き・い.値を示すことは永年呂ζよ

 畔艶郷ら降雨雛二者二り紬込ん叩物が粋之畔と涜さ.
 純輸鮎療もの.と知ること'が出来、これ蝸水の.直写的・
 影響で時恋い一と思うd一一

 ̀I首).昏測鯛の揮関坤・
 しやく熟減量、k軸奴・消費軌碗他物三着の聞虹は一定あ
 謂蟻脇甥筆暗黙総製誰損箒ミこ蛸俸図を蕎
 吋6紬弘い邸酬嚇るσしや1熱滅蚤と靴0・
 消費樟との・・雛一畔線的詔鮒認めら・戦一金㌧硫化物ピー.…
 胞鰍蝉誠ひしやく叙鍋と≡のi批賦ある雛ま㍗.
 直線的襲係が認めら箏るがそ肌以後は直線的開係が認められ

 ない。ζぬ意は何か・紅薦義ある辛、のと考えられる。
 動鳥正常な泥質の'尺窪とな・るものと考え淀。以上のことから

 考えてみる岬中叫“・・㍗正餓即撃堺点と考えた
 鶏舎s㌔κ外2?は汚泥占考える…とが出来1る◎そ肌以外の
 帥は規程梁軍事な泥質と考えてもよいと愚づ。然るξSt
 佃2卿鮒曳4・の・河口から岬0米の戦友び、と舳河
 水の直蝉瞬で洲永年にわたり鰍三江寧トー兜結果で.

 一26r・一、



 あると券,える一〇

 芳∫固形物及び砂泥.
 第2表　しやく熱減量及びPH

 才3表KMNO4消費量
 矛3表のユ酸素消費量

矛4表.硫化物量

 各務塞値の関係図'

 alkMno4としやく熱減量と蠣係
 b'硫化物とKMNO4消費量との関係
 ｃ：硫化物としゃく熱滅量との関係



矛2図

 しゃく熱滅量分布図%

矛3図

 KMNO4消費量分布図



矛4図

硫化物分布図

 水質汚濁予備調査(一瀞、2報)

 底質調査(No2)

.点罰

 洲報臨調欝(）隼人パルプ工場排水口付近衛中心拳
 して蝉触妙一雫麗棚糖蜜鮒(調搬紬械キ)で姦.る外
 今醐:舳I剛主靴甲と鵬一ぷ;線琢紬薄翼部金離柵って膝
 く観く採興点曹設定し龍。
時期

 資料繰取地、慧

 昭融32年8月汐8層・ノ2冒

 矛ノ図舞熊

 採・破反骨析

採泥方法  試験艦も芝り丸で離合杜製渓混轟を定盤肥より

 髄馬し淀。



 （１）分析試泥
 （２）PH及びしゃく熱減量
 P盲舷試泥剛5一倍鐘の水姉えしμ・う後ガー㍗電極H
 トダ」匿二こ離しづしや1熱搬砿試泥壷乾1雫一銭乳鉢蝪
 .砕し,と一Iもの一・定量を女00℃～900℃の電機マ'ヅフ〃る繧

 1一でしやく熱してその鯛減め9%で科た結果はね図及
 ぴ矛3図の通しりであ1.る一δ

 Hはzい左パ各st'宅よる猷殆ん縮舳舳く、
 .牛擬の粋邸ち帥ム重官の沖・t・醗近1岬星パ最高・
 櫨壷示.し帥㍑はH.Z6で最低値一を示してレ・る・・
 しやく熟鯛は㍑%以下で牛根の沸瑚ちs㍑が3%下最
 娃離干し・率根・馳榊瑚ち・・.!が最高師ζ・%を
 余川・る.。一艦艇牛輝の浄縦即ち外4千ω年近と慶.
 鵜、と桜島岬轟即ち.玖〃伽淋近カ・鮒泌1ぺ㈱
 .櫨篶蹄瑚ち航、え2ぶ9附逓が多い値壷示している。

 (3)過マンガン酸カリ消費量
 試泥の一定量凶鯛龍掬辛ア・バ惟五して;こ永唯一
 女巫no姐の_逮簸哉・掬え鞠洛中楓吃ノぷ分・弼酸物激行い後

 軸帥純孝吻酌細密碗え室温既冷部後二一定量れでる
 ・過し善の坤.脅一金星壷操1み胸・れk工I葉掬バ遊
 離した冒一'ド.壷巫包神的硝定し細さ帆泡.胸書蝸か
 ら駿繁相当量索乾物泥9篭りの椛織海求めた結果は矛4ζ職一
 通りである。

 胸・・禅費量雄三・卿g以下で竈ち燃近ぬ.・慨でI

 ご業擁㍗錬審…鰭総鐵灘繕翰菱
 藷喰晶熱製響音硯維壷示している。

(払)硫化物

 試拓2gをキエルダール蒸留装置を用いて酢酸重鉛液を捕集
73・0∵.



 液として、塩酸駿性下矩㍑喬一関.1撃雛即・、錘受講にヨー
 ド鰍及ぴ塩酸垂加え一生嘉す亭続宇醐履より..旨一ドを消費
 垂しめ、理法狗◎3蝉葎螢イ芋宇鯛して艶物9師輔
 他物減雌結納孝ぎ竃ゆ挑である。'
 碗仇物も艦!亭郷定値と強6、ど岡一様の頓鮎宝認めら!1残.。平均

 α拶紗下㌘乾鰯二海凱一艦既多く・鵡蹄雲一町・箏蓄の櫨を
 示し鹿児島一、一.桜I島間及び桜島の南海峯弗一億一秒痘1(頻出が認め
 ら肌た。・'二.

 (5)各濁宰櫨の槻襲々係

 しやく熱滅鐙、細撮牧溝費一量、.碗化物手着の濁灘孤一定⑳一
 麗.廉.が、帥汚泥静と渚泥複這.'嘉一㌧、.てはそ鋤靹鮒襲るも炉詳

 豚ない砂と考え空雫で、む・①襲'操図を謡い潅ぬが3、、'b,c
 図の扇ポ君ある◎

 イ町か鮪・意1義亀るも戸)と・弩えら純亭。瑚奄正常抵誼壱餐の尺.霞と
 珪る一もの㌘はたいかと:考えた。泓妾η)ことヵ}島一{弩壱.・て.嚢、ると

 図中棚ム司B,C、が正覚泥・雛鰹界.寂と増免恕湯魯一;葦七五
 2.萬.舷甥荏ま㌘の繋.蟹鷲糾ぺ鴫濁さ純'乾釦・差考える一ととが

 でぎ為・o

 番測定植酬。穂麗々、傑図

 訟・:虹㌣紬.苧翠鐘と.し㌻1鯛率と叩係
 わ:統一札物と室M互態≠消費最の覇.係

 C:櫛伽鞄としやく熱I滅最との'襲係I.

二一3一!'



第1図

採泥点分布図



第3図

 PH分布図

第3図

 しゃく熱滅量分布図



第4図

 KMNO4消費量

第5図

硫化物分布図



 〔呆流魚,〕・

 魚とスト

 (子ノ.∵)・.・..二之一…l1上野I蔑
 嘩⑳総目。頼員、何・'鯛と筆'克一ζ挽くと鮒㍑牽3紡
 葛が、二・デー習埋ま二一るそうだ.が、蓄々水藤人減皐月/3目散水
 豊午と称しているバの南繍明榊3甑漁業湊が奪浦さ肌一一'
 たqを記念・してである。

 当日とも帥は水護.を意識する人肌よつIて何轡か一の艦が企てら.
 肌た醤芦が、最近と.んとそ5し泡機会1ζ出会わないま=う三ζ思う。

 '一役宇の遼甑魚鮒妙蜥ぽ㈹食つ㌣畢㍗は.㌃加だ苧
 うか・〇一

 括戦亭援φ魚棚貴重さ曹飢{砥一し七鮒紀㍗、と義麦1ばヤ薩鱗.
 鋼^(方蓄カラ^),蝉一して黙ヴ.て舳まい。紬鯛命・

 ぶ㌶二㍗掬蔭だと㍗㍗1㍗毒パ
 検坤がI落着く範従ってれ億人聞細黙…山勘、苫二一む・さ',れる党1
 一場から、一二次加工とや.ぬで澱粉塔価冷、壷虹ブボウ糠鑑射鮫と変

 事.う繍紬があ灼てしま戦。.
 そ棚・蝿甑糾て蹄液を放肌く浴鑓轍虹波紋を投1二流融買
 ってζ:麦翠塗表一レ紅熔適評た'い。
 毅舳身航縮として木材がパ〃プ擦鮎1一て壁一馴、、.螂
 グ。純の饒椴呼出すちと舳ま繍老の関心涼秘さ:る鞍尋
 な1～海鰍馳球の・分ノ峠紬る広大芦の患舷帥縞物」
 の鰯壷背鋤さ戸τ締濁餅酌・潅I今鰍・師の抱擁批騨し

 こニア舳1が㍗竿鰍岬る漁帯沁蜘㌣
 引込騨附が麗鮒恋い・イ予中木材1に一触庸留譲った寧だ二1
 が乃公齢んぱと・勇を奮っ甲州・る一率矛となる・
 魚が・新絨郎太賊を切っ吃み舳乃・1・大し'て拍手が.雛ξ・一
 毛・ない・.引込をりけ予潅め急馳ハで切紬るとするカ・・.

 一35」



 '虹戦以来春紅如スト鉱産'例作㌣一てレ1る・よラだが・・テトと艘
 営者の村長鰍と・動発着の最呼水主・を合飢て2ア割った
 処で折合らものと云えば紗肌一るカか
 舘の岬均紬融・峨とレよち、ノ却掛率価を20州
 }す肌ぱ200櫨円一の水揚高三なち。この200億円申積立て、

 漁辞が.1.ケ昨1索械と・叩ぱ・一鋤皆様舳や㍗
 .魚を再議識して下さ'るだろづO
 その結果暫く在終戦産1後の様隠魚を可愛がって下さるだろうし、・
 亦譲如有機去数こそ少ないが、国の施策の上納↓・ても少しは
 重みを増す.で率6う。
 一スト健っし、て理詰駒一なことは判らなレ・ま、に敢て採上げため一は“

 ・・各位に即虹評価脇恥一したい、只それだけの二とであ軋
 海を榊・下いる魚舳何処の雫兵衛縮と辛札が付けてないから
 早いもの勝である、・だかξ漁薬者鉱クマ}マ豊漁担遭遇←た場合
 進ん・㌘人様紅教え穣左したい、そ紅は自己保・荏の淀め白を得ない

 手段であるが一こ・う←・絶矛二の本能蝸東を求める際の大きな障
 紅もなり得よう・バ指琴着牢舛.甲雛人肌て錨く必予があ

∴'ろラ◎1・

 自然界健鮒る魚類め壊滅構造は機雫複雑の鰍・糊が即て
 い6裡紅、.資醒あ漸減毒招ぎつも高る踊在からす鮒煤、何時軸官
 が、南磁摘細様.紅漁蛙馳一二足蝉尭設定いζ、敏雛献値
 久性を靴ぜ岬階岬乗する†ある?・そう・なつ定・とし.てトー
 雫酌な大漁嘩I壷岬よヲ・瞬過毎が自画艦靴委せら肌ている
 一一限り・大漁期貧乏拒通寺る6

 大漁貧乏は一調人'局.の鮎を紬な。が.ら・動物たん'躰郎机午
 '心・麗村索顧客.≒して薩探.するこ.と信半って救わ戦・しな十'・か・
 農村一も一献醜紅ら虹ヲ瞳食生産の方畔逐次移行を。示レ・畜産
 食品⑳購入箪も1非鴬I叩えてきてレ・る∴うした食生的琴仰
 '大都市か'ら農村え根強く浸透しっ.、ある。,隈も肌拒四つの島で姐、・

 蓄敵ん自'牟棋一給率酬、帥.繰紳読.るなμ蝉の夢を貧つ
 .て一い.る.と・畜藤岬.坤㈱蝉郷呼.も範I㍗

.一36一.



 舌軸と'し紬幽.つて,'率協1と.蝉が率.千㍗プ.レ・ヂ軸亭
 卵呼咋:魚?即甲雛蝉吋戸とか.宇出1坪べき一市
 歯るうぴ・・.、.,・1.二∵、1:1
 デによって郊敏が再醸曹得紀雀し下・も・・榊柔㌧・で鮎率1

 軍㌻ぐ例∵㍗さぬ様卒ア人1え㌻
 〔果流点芙く.手'〕1

 .・「ト・い危びら幸・ザけ.」一
 .本藤譲志翼正昭一∵

 尻?大沁雌融人だという説があそ。な三西罎坦㍗㍑才二1
 クもどきの後押跳む虹咋咋目を1・ツチ・1箏1男性・で、苧
 岬て叫神?川淋強紬じている率も葡る'㍉一1三、.
 この鮎そ?鱗干姦畝㍗て・・さ華ぎま一の号ユブゾ.パペー・,
 ニヅヤかれ鉗れ叩めごと竜・鹿児島鋤竃薬でrしい叶
 島」と奮らている。

 鬼紬撚め頃ま・.く一尻1叩か戦も仰牽る。そ等1はr融即一1
 かない由㌣ぱ」州鶏焚の輔舛帥戦ったかも.鮒牢㌻
 いが・州ア㍗な帆?中脳至ってい㌧跳卵帥摩/→
 いくら叩か肌㍗体鵬レ!・,雫靴ないよ・だ“しる“㍗一七多一一'
 ト的作用れて尻の一筋肉鍋ぎ紬、体力{・即)を贈鮒るポ
 鉛で肢於い'だろうか◎そ犯で泣き.わめぎつ、尻を打れながら、I一そ。一

 の鰍軽い運甲帥さっぱり.した威・岬な・つてぺ自・㍗糊卿、
 改めるの㍗㌔.r病.鵬の恩鮪娯か・な」左記回蝉の撃一
 参り砿t率つ走ξと畔い外榊グ.ヅと,引締っ牟坤橿、却
 恩一組威謝しな榊ば枚馬まい・即瀞り具合を什淋して・結婚.
 し走りもり'はな一峰・新婚.当外rアナ÷」rナァニ」と弾宮城せ
 の浦島未郎の一よラーで㌔数師即.る頃叩.rア㍗」rナーイー」
,馬37一



 ・主なるポ和砿気率がな人山1」一ポ靴出す一躯μ難卒・と・
 沽敬一え.も忘★、・口より坪手舳下し嚢ラ・弓の時・尻垂叩

 1幾二幾二篭練手㍗靴1㍗㍗、ど㍗。
 ・I逆児亭㍗榊錘馬苧ψ鰍・季一一一ス鯛礼か見ら
 れない邸、ふあラメトスパートでの騎手叫鞭の姦り'芳は、ピキピ

 、,チ平す一・る工うた々1"の千呼気㍗人肌亨。で・一触無我
 !夢中一色なって逢っている◎

 こ肌にろ.工1そ思納されることサギうか皆さ一丸遠慮なくい・
 走参らを細っ足もえせゴ主いうk市の課長σ菖葉でI奉る。しいた.

 ぴ.ら'を畔舳・・抑㍗し走者もシャバなるし・ター∵
 毒)入りて一くる。.そIして無中級なって年事声する・だるう。'
 しかしどのタイ…・!グを含わし.た耶.き方が、なかなか難しい◎

 私逮が漁村の青々へr貯壷乾し'なさい」r漁協の自己竃壷・を増や

 したさい」と鮒柵ても赴かなかをの勧集.があが轟ないρも{
 一呼びかける者があまり貯金を心勢捗そいない璽傑から、そ純だけ

 糞実の雛が外戸か辛榊な.い・ま走漁笛の方亭から馳純
 一そ紀氏こ㍗て1れといるん雌文があって・舶雫漁連
 あ紬秘集ぺ咋望宇多I圭戦士1,r県触淋税金で琴帥
 そい二去/竿よかぷらて・ポ予」ぬで巷り・.うま1座ハ・"宥・午
 苧して・・こ純.{1ら一'ハれ繁れ州腋びら榊鉋M舳いも
 のである二を凧も私達鉢賭篭れて一舳パ喰繧貯金乾.1泌と・うる

 さ1や餓紅戦11'美縛の㍗1耶!ようなもパもな.1・
 .平が紬屍叩くよう一な真集蝉も郊外て馳い一と思う・
 し0かし㌧、二騎手がラヌートメハニトー㌘鞭壷短る一ようだ即き方では、網
 一くIて裏レ・一生癌龍続けている蓄'瓢Iとって・憾1ζ.少々」むご一いかも痴肌な

 II、いが、と紅かく招互律上手にしい粂一ぴ一も唯一叩き'あべIこ肌からの

 苧琴鞭伸ぱ1しセゆ芦帥紬だと卵1・ll・

'一38一



 うしおソーセージ製造打合せ並に連絡会　於　県漁連業務部
 ・大綱壷原縦レ虹rれ咳÷セー亨・の二親造を始苧て鰍一一
 .年を鰹過・・そ・鵬・あパ峠へ1乙・。で事・苧いと・醐翻今や
 調賭料配合粟て熔・掬熱∵冷却・ペシワの1羊・し絹、室、る雲で程々機討・が
 加えられ今よう号く軌道桓。乗る5と・レてい葎Oそ…雫薪審窪雫ツ
 ートヅ製造麗鎗批i目鍍の反竃と・今後岬駅ついて襲奉者
 の欄智壷を拝潜する意睦で去る四月・十九日午后一時から県旅塵課、,

 1池水産株式会社・県揮遵薬務部⑳方今叩集り.を願?て色々.話合
 吋弾雛なったの織下そI嚇緊を鮒する・こと舳夷α三
.出席者

 坪水藤課一一国宇鼓軍、茸元緯弧岡田技師、.一
 池水醒.亙k胸鰭専務

 曝漁鹸務部秤元課長、・細鼓恥藤雌師.・一、.一、・
 ∵娯永訣・一画閨揚憂・・中馬庶鯛㍉白石事軸民.鯛'韓弘

 木レ下、中野、弟子克、土困各都貢

 西田・試験揚でツーセー叩試織製造壷始めてか亭㌣一奪納徹・

 りその聞県漁鼠想水銚度二ξ岬紋大変欄鰯隼姉ま
 し乾桝後の行きI批ら縛竃・御庫議坤邸・帥妙
 ので・よ㌣/鯛峨輸常1∵

 ・白石:只今畔李ら締跳り・まし恕鮒坤.さ似秤坤ぱ
 ・・か・りな上く.一意見=蕗述尖二ら碑弟辛独、.臨え千ξ・の場馴した・
 ので宅・Iる・から.1くつ'帥・でトセージ胃艦申。苧帥て欲Iし.い一・
 吟一日払.葉は、魚肉よ・一ゼータ。製造をする購及ん㌘広範の蔀隙

 研究糠礎・とし車もの竹榊鮒ら・ない.ζ辛呼るξ同
 時察従衆の磯八気質で'は冷汗㍗思“がする・ぱ牟.りで耳蔭ポー一.
 とこる己れだけ.加今.豪.での勃菓と鴬い.た.い。
 ラし為ツーセージ製造打合金(資料)

 人製造試験の憲一義

 魚肉ソーセージは新興食品のトーツプとして、水産加工上目ぎ奉

 r39一一



 しい躍鍬鮎∵目下会国の紬研究鯛律へそ二つ壬」帥をぺ
 6あげる情勢砂る。.本騨舳・手・鮒鱗∵.。一・
 (ノ)大衆魚を療料として価椿孚一繁い率やを作るO.
 (瑚下選者の技㈱上に泰一レ傍せネμの事業の勃興を計り、.ひ
 いセ砿県の需要は負鮭によってその移入を極滅する。一

 ¢)才人予算を薩立するの.に効果をあ肝やす}、◎一・
 事を趣旨嬉製.造試験続行中である。

 ユ昭和31年度ソーセージ月別生産高

 函等生・月肺,〃月・・期朋朋謄

 量605732/074652.6.2ケ.307,324、ノ6卜62
回

 数518855.ノ育ノ0932

一

計

 ノ6.2卵

・・1

 ユ昭和31年度製品処理状況
販売一'
項目併
 漁池水麗生`場内'その他

 数量仏050220580県380・259・一・グ4-489

棄却

 見・不料廃籍
 〃9乱幽.

仏昭郵34年生産計画
(4)年産20.0'一00本

内試験'場予算

 委琴鯨試・
(亭)月別生産計画

 ノα000本

 /α0・θ一0本

 予、四半鞠(4ぺ6)予三四半期(7、

 ユ000本

[夏場予算
夏観試験

 生ゴ牢互職(ト3
左回十叢蓑

'(3)本場予算額
 原材料費.ノ7ユ000円・

 才人.額.22α0ψ円
 但し販売価格2事円ρ場合!片本主産

イー0÷



(4)協同試験予算額
 。.原材秤費・'一・4ψ坤,∴一'・一・…一一.一・I・

 ㍗.・枇㍗∵坤
 販'・売高一22aogo円
 剰.余金'【'3亙δσ6円'

 昭和31年度販売価格の根拠
 (!癖倣謙算.'佃晶9μ紅対すえつ

 主原料618μ期1・・
 副原料z47身円・

 人件費玉砂蟻沙贈㌣.

 '光熱水責具とδ南

 雑・姦。g蝸
 計佃9ん円二・.

 ㌻蛸字繍〃脇幽・・

 骸雫㍗本21円一(鮒㌃割=㍗㍗算!・
 6ぼ瑚32年産販売価格あ糠鍵…。

 J簾拶鵬掬融鰯(・鶴さ
 馳虚料z蜥鯛.

 'へ'件.疑''∠σふ。円.・
始熱水費.女60甲
.雑費92円

 計ノz£84円岨。銭

 伐当り原磁パ白0職

 賊単帥I期、㍗丁割叶加㍗

 ７．主原料及副原料の配合割合



 謹=砂糖、.夏期.製造営択健馬盤菅一重歳らす◎.

 澤胡レよう、ガリック、ニクゾク、ジンジャは嗜一好・ζ・より増マ.
 滅する。.

 昭和30年度本県におけるねり製品生産状況比較（水産課調べ）
 j肇_類1主竺金
 越嚇■66欄。椚。際鮒6かまぼこ
 ペニヲ1.立測。ム31ユ。蜥ソーセージ

 1“蝋ヲ片一〃酬払仏8κ

 ９．魚肉ソーセージの需給調（昭和30年度）

L町
年
1

 ・備考

詮:

 琉球論大グ鼻局本
 栂ノ6μ千奏一

 金国水藤森闘と・辛る.
 辮一一手幽銚・珪繍貿粥銚よ亭'
ノー・..42・



 中期1舳榊ぱな外=.∵桑
 山崎:魏維鱈鯛綴舎雌畔..て乗手小売繍と卸売繍?呼薦
 雛聯1I～1咋輝の一燃の叫舳呼災1

 李戸元、幾幾㌻㌻叶1・㌧桑
 醐:馳桝軸ら.し榊劃轟となら・州の叫ぬ舛箒

 絢傭竿艦十げ十鯛予靭㈹ない穣圭碓産†醜賦'畔一・驚

 一ぶ線11_ふ一_∴1
 る・が値段苧雫州卿'破るの㍗つて癒㍗簿φ篶

 生鯛轡率絨・その使.命は大納・一'

 自㍗鋤牛郊熔獅去榊・モ州萬本が螺㌣11;1

 .…坤:練簑畿11練二11と1ラ“1=
 自戸:晶鯛㌣つ!'てゾ郷蝸註舳・て配舗含虹ププ.・、、一、

 ハの鰍たりでル・千納か構一鯛舳いか・酬即製・、三1111・
 品は康の点では申し分たいと自.鈎して↓、るが星がない⑳で一二ニー㌃

 何とか測る方紙ないも池・・I.ぺ;
 蝸:鰍かゆ亭Iやかなρで足舳=赴いξ鮎、灰料衡の鰐度や'.、一・

 '炸..・々



 ・∵畔舛紬相'鵬晶苧帥李つ一て率冬と一思ラ・.!=・
 1一神∴.三咋苧嚇苧上・パ卵率る苧衰奉李珂鮒呼畔

 .い1ピ十へ海卵紳子率野の中雫伸咋千・なり堤
 、∴雫補強苧卒が熱饗ら肌一るIど法ラ報告苧秦?た。

 自?一神蓼、辛十干鋼酸舶鯛鮎郎っ脇記事幸二舳
 .ゴ驚童熟練㌃奮㍗が㍗呼い◎ア㍗

 ㍗.熟幾続篶ニニニll÷二羊㍗㍗
 ・.西白、一痘魚黛とI・しセは・あ〃が一番れ、よれ志るが最近麗1㌻

 牽薄命～率イの水揚が多ぐシあじノk繍や阿久鋤
 .'壷任参く・釦1つψる6宏挑らづ・ら直接引く穣侭するξ
 一と・眠;蓼えら肌ぬか◎

 I田宇・:・巻紬合と連絡を・干りて送っ干貰っ淀らと・かザ
 醐一1紬卵帥騨衰込んで冷蔵庫健人肌て軍1よI㍗†千

 ことはわ・か。
 自、石;・原料鰻を睡像す一ることで需要バラン主一はと肥る白㌧嬰晶塙

 一三.1.'二浄鯛・φト.ぞクする一事段も榊叫・。⑬のメ咋蝸姦
 、傭ビ入肌る触即・てあるが・'納陣零下の処ほ人肌る。τ
 と1云・う意睡だるう。

 ∵側船中'㌧帥れ.ち織鵬鵬余割批づいて気の一件、減
 1一、商法えば・・.

 1(雌.あ繁捻卯%んσ35%がハ㌔.・
 ・側塩緯一2牝刈皐68%がμ1♂

 .(3)サツカリン・αわ%1ζ鮒11て㍑う沁
 1・鮒雫割で準砂糖ト部去すヅ"・ソ・・%ズ〃〃1
 千∵'≡I%壷混合し・年もので代替すざ一ヒ生がよい〇

 二自石一ざ慕料鰻一健一6い:吃宙じ、さば;'{1ポもしρ外記何か圭;い原料生

 ζ二㍗㍗㍗㍗て見たら㍗
 一一直田:一価鎗が販'売樋櫓在つり含えぱよ:いが、.そ鮒と滴が多ル・⑭一

一44一.



 ど?ぢ亭う準6“
 岡即坤あ一例で亨一が犬俸畔岡㍗・卵二幸叩・写高へ
 一=酉甲;辛ぐ壷蜘羊よ午坤が出・率㌣思㍗..キぴ雫竿1どうか・
 白石:種=殺g意と・歩留苧琴レ、孕・で楓な㍗かσ=。
 田†…咋隼即.国難藤畔笑漆・一・鯛平と雫軍さ平今まで午。

 畜叩ま附亭のヒレ子率閏さ鮒て来年確近鮒ツーゼ.

 続箒㍗∵下㍗1㍗1.
 叩:鯛も大野遇苧帥瑚牛榊たい≒軍㌔今亨一の竿

 μ楠を畔とレて一合螢?鞠呼分成年雫。鮒た,㍗と

 鴛ニニニ修簑幾ζ㍗∴㌣ア1㍗†

奄美短福

 ○今集の畠の梅雨はド.ライ型。ダーツと降りてはカツと照りうけ
 る。雲ゆ切豚簡から照りつ紛る陽射じあ強いこと。一一

 ρ連岬漁のか桃で加工雛鯛らす醐艘^いるが;天
 気が帥'と㌣㍗時を鮎ん和鮒トたかつお鰍ヨ靴
 る。すっかり.虚鮒た頃雨がボク着ム落もて来る・・一'そ肌ギと
 渡牟り工場句I撃沈も庭一面のかっお節をかき寄せて紅室内は蓮
 一ぴ込む。突き弩つ走り、節を落したり全く阿修羅のようだ。ζ
 うして繍い気・をくぱり.、手を切えたからこそこ'之もI台楓鮒ぬ小
 康が出るのだ。ろう。

 ・・O分場塁愛育の花・乎嬢くフィヲソ宮ゾ産、かにくいぎる皿abaCa

 ・◎y・◎四◎工9・一虹b・字)は古仁屋の手供甑大人気∵鯛数十
 人の見物者でに蟹わっていたが、ぶ月46目4年有余のもよう

 跳誰肌て古亡率小学校え寄贈とな軌?時々面会に行くと・一
 その喜び砿しゃぐさまは÷通りで鮭ないよしと1.

45一



 ・方月.〃舳師穂岬鯛旧辞暢長挙細・?七兵鹿・1小学
 細.維その磁多数の克義岬駄ヨ氏軌第・、弓と飢.りど
 りあ一ジフで穣鰍埋㌧夕即和琴港衛酔て打つだ・見

 、.'.送る外も、送ら鮒乏人碑りしきる面一硝壷融しながら一・、
 g砕便岬・'らも一ブの.率・一。.そ肌.岬.ノ・ダ'ギに'なρている
 の帆こ丸もそ1ポり。砕即皿.ぎ.わ中ヤ・券戸・がある・・
 納きと多湿のためか嬉鰍の如大差けぺうキ。天紬"
 て伽る。そζ姐古仁駅も有名叶.如餓午きれ昼叩舳
 今.く'逓よりだ1・岬～舶・その率榊・こ青え抑ラネが墨
 駄細事出しているの芦闘'.い.走嚇外淋嫡批とζる
 は差して・・坤蝦光ケイケμして鎮座し1てレ'一だぞパあるg
 さ一つをく.チオで^き藩し餓戦し兜二.長さ茱一5尺で普通
 であるが、ノス1・嫡在榊・いめ1艮酬は・一寸舳干いう代
 物だつ淀。かくし'て卑溝触け役場へ繍込ま外たのである・

 一〇その翌冒、その木踊ぴハ柵鮎という.ことで.一騒ぎし一でい
 るが末を獲肌ない。.乞う.もアベックらしい。そ砕想そうとその

 玖卵嚢岬野触をレ走.馳・匹の''㍗岬兜りだ・そ
 'ぺ味で舳揺、咋まだ蝿する矛ル大アーある一ヤーツ。
 ρ・村バ帥椀(外ミ)部藩と調砕行枇撮}杜靴終え
 .セサゾゴ礁の海岸曹散策し泡。・
 '夕暮鮒⑳美ビい景脅紀とう一無差念⑪箸の上購監今て広々とし
 鯛潮と、如。触跳舳舳歌乾唄っ徴した。拙と彼方
 ∵一部藩の触手旗卜人雛・軌瘤え後.舳六一人が隻ぺこ
 つ高の方・壷跳め榊る。.鱒婦壷釦'兜り†・る・繕叶舳主
 恩舳が・浜・った1い嫡藩侭榛えつ榊蝸る劫…・さ.づ,きの人・
 。・が榊り。こっちを見㍗㌔勇児歯皇走鵬って来千・・「"
 ・すベオ・〃'シ咋争㍗ムち台裏㍗ま・牛.干つひの群の・
 1中へ走っ.てし{った。
 'ヶゾーム岸細勤=とと鮎つ走。河甑屍岬た人も人ζが・
 油差と・紙癌い叩甲め人の・素朴干.岬か十毛アを坪ぜ
 歩距はいら肌な㌧、:・I'(駄ポー建・静)

'一純一一



薩南海域

 まぐろ、かじき延縄漁業（5月）第9報
漁業部

 §一般漁況

 先月(瑛牟)の稼動漁網撞八重鵬南東潅域と㍑:聰舳う一・・
 て撰暴.していた妙、5れいり漁郎〃刈毎一卿㍑3～
 ノ37理のI海鮎壌鰭'し手加る。一方沿岸小型藻鮒鱗状態
 に込む一70叫g電網漁鮒嫡漁場で酪一ノ.μ㍑醐業I
 神ハ〃。g屍肉外で最も多く。、ハ〃キ、ηジキが之
 健次一ぎ2}3σ墨÷クー和マメ田はノ0～2一θ扇内タドの漁獲で各一
 艘とも職獲鰭絃患いし舵養襲牝見ら肌ない鞍で茜る。.
 組俸蝋クロ平ダロ・!にっい一て砿別区(体重艦成の骨蔵図)蹴示す

 鰍㍑〆～㍑〆が最も多く、I一般健パ〆一㍑雌が金.
 俸の8翻曹占めている。キハダは…般繧大型頂拝〆軸パ〆代.!
 雫メジ⑪混鍾…は書。抄い{叢窄為る`)。

 クロマグロの体長組成



 東支那海サメ漁況
漁業部

 §一般漁況

 (平ギ)鹿鵬入港サバ跳漁鰍敏・=寒給水揚3ω5グ
 〆(上旬〆6隻一!5佐0δり〆中壱!タ隻ノ0ユ960〆十匂17
 隻89290〆)'となつてレ・る。

 痴鰍・月よむ拙し、半帥・・争区、・.㍑恥中間で
 ・・掘・…区・下旬・パ・・打巨岩呈辛漁場マ.舳・
 竿月余俸毒見予どれ…～・亙g・.耳・・.・.～㍑よ・
 ・と'.蒐敵'牢く拡がって.いる・
 一撮築目凄拭6}洞で前月と余り会碇ない。漁混は水温肥っい
 ての褒他は著しく4名℃㌧2θ℃という複雑な海軍壷呈しそい
 る。魚探反鰍濃灘をキャッチ七ても浮上砿悪く、餌付も不良
 の揚含もあるが漁跳批めセ事細ある・・
(5月)

 喜月の延入港鮒43隻・総水率ヲ5反500〆(上旬'9一隻.、
 ク9000〆中旬!4隻!2佐。oo〆下旬ノク篭

 /55二500〆一)となりてレ㌻る。

 漁場は前月よりゃ、犬睦より紅なり}.上旬は525区535区

 53争区中旬は・525区524区下旬は5ノ兵5ノペ525区紅圭漁場と

 舳・.5月余筆戦醐'郷0・職3'4徽わたっている・
 一局敗糾・柵例鰍鳩薩雫漁場(睦多岬・鮪サ州.三方曾
 雄)細いて.瀬がI志るので病るが、今鮒末だ当漉轟でのニネ
 鈎漁蹄の擬襲は行は肥ていない◎一撮選日数は5-6目擾遷であ.
 る◎水温は前月肥此し著しい変化は認められ寺2z4J2ユ払

 ℃壷示し漁場での湘輔胴早ら舳い。鱗の浮半、蓋付
 娃良好で〃'。0目勧漁以来最蕎⑳平均漁獲をあげている◎

 魚離ゴ;一す仏紛呼俸蝉紘1{4㍗敏一
 酌まとま.つ淀波帯であ.る・

一48一



漁況調査表
 い,歯査期同自飽和32年5引日謝数・.・Z・隻蝋踊獲率
 鹿児島港至日石印52一年5戸31日一調査紺番雪ほ0『号～122き琶一下改;一二物篤鰯文

 は簑簑篇ニメ∵∴ll∴∵サそ
 奮拙回釣・ナハハヌジジζζ11:ラx'の.・・計
 量数級数ガ'千ダロキキ手・キー・グイー一・訂・奏犯1

 ド・ジ・/・刷1グ∵ニニ・一㌻ψプ:∵ブニ.ミ、ユニニニニニニニニミ㌻畿苫
 1。了・。。。。〃≡1"・1W一郷"ン岬一州・弼一ミーノ弼胴1W『z241

 1∵三÷ゴ堂‡ξ1∵‡㌻宗
 1∴÷三;三;三、桑算江1二方;1‡㌫‡

 ...。」._ほ、三32虻_.ム2..1Z_.ユ.2二Z」

 ・7/6∂1"ζ=ユ㌃ζ、二二ニーじ二1工1a二.㌘二1
 屋。。,・w←丁・・一神

8

 3手ユ14

34ラ1/

^一
1

 4五五一三ム_£_2毛Z3_.一二一し.一む
 ク1タ31〃/.〃4'グZ4ソーノ3

 一∴鳥ヤ㍉べ十干…㍗一一、・.
3j/;,

山
1

ク,8ク

4… 2・・1 /1 7

 1ネ:∵I∴咳京テ†訂†:ζ二‡亥箒
 {胴・・珊・1、ユ三、、.ニニこ7二二二.。。」刀ムミ岳1。
 にノ∴1;;…、、;;;1;;;1一・1裏:;;;;1一;グー、1裏1;;;1〃
 に二、.、、。一パ音π半ユ,法7分†蒜づ升舟ト1揮
 序∵∵、ξ∵;二‡‡㌃ζ∴㌻二狂㍍‡
 1ヲ645〃
 1一_____。一

与.7川
L

ク,o

i365'.
 トー一一一

ユ /.〃01

〃./■

■

3アー2i/

I

1

/

1

 .8クρ1
■ I

I

.I

 }一一'㍗二†}'r卜帖十
.

 /6、多〃1
 -r』

 ・751/,・14・〃;!
 三二じ一ラ

 1一一」一一丁一J一一一一一仁

 ■.I".一'.一.一….

…フ・1=/

 /1ノ.洲1

21/.2aク1

 、一丁〃万7二二
 .6∵三7ぺ 61ユ1 2.一五 _._ユ「  ポ。1-26`

 吐二・・1レ越ぺ㌻

 .、,_1ユニ

 z工二二?2玄工真黒訂



 5月まぐろ、かじき延縄漁業漁況図



鯖漁場別漁況 4月分



鯖漁場別漁況 5月分



鯖漁場図



鯖漁場図



漁業部日記

 ◎5月3・貝照鮒毒擁矛二部・鮒まく1ろ一瀬輔駿榊め醐δ
 ・照蘭丸定繍萱の鋳融薮適岬押・坤蔵麓苧箏・一・・菱面.・
 甲徹吋靴舞子帥て牢し走か{つ好・

調査部目竈

 ◎読書会

 6月44目「うしお」反省検討(調壷部担当)

 6.卵8冒束溝のサバ。漁馳ついて(漁業部蛸).

 ◎幾二;l1目秋警ザ∵ア鰯鯛叉†鯛
 製造一部便〆

夕月28居

 市販魚肉ツーセージ研究会.

 慶大水産学部、輸出検萱所、貿易商牢、その他多方颪の葦暮探著
 萄摺ぎ蠕漁遠会議室で。

 をの震欝疲蜜日本薪騨繧餐載さ鮒斑岩く卓遼東衰の金璽鴛鉋ツ
 ー辛一ジ笛会や長崎の一一ク1/蟻羅虹資なんが。こ弧給竃岱塗曽せ
 'ζくれるなど望外の反響凌簿んだ。

 、主星.冒θ目

 ・矛方圃〃うしおソーセージ製造

 ζ肌からぬ気温帯譲憩ぬ誰遺廃油蟹挿できない,灘辛なつ尭;D

 叩到な禦.鯛触納するζ一と鮒つ㌔
差一目4一.3日

 水濠庁へ補助資料鍵出

 ∠特許出願中の〃うしお煮〃噺企謹他するために)

 ユ氷巖加工技術敬良普及員を璽蟹でおく定めに、

 実態を霜らゆる角度から検討した詞養資料にす宵杜いが氷藩庁

 が苧う受入鮒てくれるか、空念仏だ終るか①
 6月25貝魚肉ン・ニセーψ企業他指導

 r仰」



 今年新紅企嚢他する撃暫の淀め・汽夢田撞鮪が阿久堀声へ・竿張し、
 魏揚鯵断と製造I浅一堂摺導一し、.企築地.伽基礎'をきづい焦b

養殖飽冒記

 る'月ノ.o・嚢

 養織用の予郷鮒め繭甲校外こしき島へ予張・.
"目鱈庁'.

 6月、グノ目

 ・本調曹紬テイラビイヤ久しぶ岬養身沁、蔦・崖ふ肌げ
 6月2∫I日.

 内水面壊殖臨議会(県庁矛二会議雫)竿竹充技鈍艶庸ぴ
6月24苧

 舵鈍榊岩面秤破鱗と坊之率寓襖虹施げる甲藻類増甑
 つい吃講話薮恋す胞.め、乾.胸部長寸坊之津へ出張

 喜月ノ。冒一

々.着

 4μ日

/ぷポ!

 〆71ヨ

 4算ヨ

258

骨醤日記

 :騒禿藤脇書損亀s8P純粋抽'出繊助奄美尻ノ.とする。

皇軸.薪愉場長講管

 璽蛮昆ぬ金助簸糟径へかもめ丸大漁祈願

 .事務引継ぎ

 綿軍靴よる納繊艦漁具⑳締(.蝸鐘鰯、む
 一島八円鰯、三蹟磯鐘縄、きび杜.こ特欄)認。日まで
 掻馴服場鼠繊鑓りセ鮒鮒坤魯の馳つ
 く。

 サンゴ漁場調査距ついて、すソゴ艘々顕招集、打合

 すσ.

 テイラビア全長鰯金。・.雌4ジ.6夕醜㎜
 平均。ざ反織73土一触棋㎜亙

 まべ調奉索1り調琴岬分胞子・・穫かIながら放出.
 壷認む、.'…繋脚揚)

 一→.9一一



5月,星2.日

23目.

 ぶ払日

25.目

26日

2.7冨一

28目

 織ヲ・目

 30日・・

 範もつく・鰍繍苧、戦鵡畢へ鏑、
 矛一'次すソ賞=I漁場議・至茎、二難.、拳め、、.かも・め1免螢…港する、

 も琴侯穏楚.写為2楽尋二録鰺
 オハグロガキ蒋苅寄既よる'入{工費一1{芽実験
 業ソゴ漁饗船主・会繕,威怨善簑・垂ま{膚の為分摂長二茜瀬

へ

 言治序詞壷固(癌奨事撃)一・・行兼揚。'争擾瀬戸内==
 餐幽視察ぬ斑めか嵩め丸出藩

 滋目肥引継ぎ瀬戸内径銚視察の為あ一、か.もめ兎瑚

 かつお節1棚工巡圃!指ξ撃亨丁づ害せ◎

 ・大島逓簿漁場戯脅揖糞俸威3～員裳曹

 逐一暮2日I.尭雫

 繍良一沸辛覇壊鯛薙予鮒今せ≡=蛸め大。募友一、・
 庁へ

2/ヨ

喜月塚竃

毎日.

 .テ.冒

 、≦ヨI一一

8日

 6E…ま留書薮壇…

 グデクゼア金錐誌建52軸㌶鮎五平均名鮎3夕1七夕㌃雄
 かも。め黄、静一骨1∫ゴ漁築謝.紅拙漁

 、款～・一ダ籔ガキ人エ蔓構繁ミ浅(8バの発隻奉納墨
 かく)指撰籔;巡蟻手蔓ミ撃欝麦台

 乎裕1鬼・～有テ移留吉.翫雲蒲.兎～逓糠嚢,浅帝派遼

 毛一苦.内茸)ζ蒙り溝・1騎

 ・山5!一



 編集・後.記

 △倉簿の東津をかすめて東1支部藩を岳上し一忠5号台風が、梅雨
 室をかき乱し.な・がら耽東庭走りぬけ紀援もr。小笠麗高気庄団.

 の芦カ末出李を飾る蝸ら歩・・うつと偽しいこと歯ひた
 た』い0

 △か。て、加えて蛙は挙げて肴婁物質放出ブームO目くセγタム

 4・神、目く工襲用水の承鴛跨濁。衛雀清掃桂の運不尽な営話
 物件の放出簿〆一.

 △か、る環境要因戸も.と粗本誌壷編集する、
 14月2.4目の走鰯謙薄会で九貿聞欄蜜設紡るζと①エア
 :!ケート堂とるζ・と宅箏の反省紬技jさ鮒竜。次号'からこの竈…活'

 動も艶場坤淀い紳誌のよりよ一き発展叩.舳・
 △タイプを.叩くキーぬ昔キ新鋭輪転印馳磯のモノトナス捧音と
 が変I錯する漁るす倉庫の牛さがり・o

(調壷部)

一52'


